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平安文学に見る服装
一ことに枕草子にみる一
高　島　めぐみ
はじめに
　荘園体制の確立等で、安定して大きな収入を得るようになった公家達は、独自の公家文化
を開花させ優雅な生活を送るようになった。遣唐使は廃止となり日本独自の感性が育てられ
てきたがことに身分・階級も示す重要な役割を担う服装はいよいよ華美になっていった。
　平安時代を垣間見る資料は、数多くの文学作品から得る事が出来る。『宇津保物語』（983）
『枕草子』（1000）『紫式部日記』（1008）『源氏物語』（1010）『夜の寝覚』（1053）『狭衣物語』
（1073）『栄花物語』（1092）（註・日）など、中でも『枕草子』『源氏物語』などは女流文学と
して評価が高く、そこに宮廷奉仕体験者として、宮中を中心とする貴族達の雅びの生活を色
濃く又、鮮明・美的に表現した作品である。
　これまでにされた『枕草子』の服装についての研究としては、神戸山手女子短大・紀要「枕
草子に於ける服飾研究五・十三」（註’1）「枕草子と有職故実」（註’2）、東洋大学論集「清少納言研究」
（註’3）、愛知教育大報告『平安朝服飾に於ける「ほころび」について』（註’4）、学習院女子紀要「平
安時代貴族の服飾」（註゜5）、服装文化、「平安時代の服色美」（註’6）と、『枕草子』を中心として、平
安時代全体から論述した多くの服装研究論文が残されているが、ここでは視点をかえ、文学
中に見る服装の特徴を清少納言の生々しい生活体験・自然・服装・情感との対比・賛・否な
ど、少納言一個人のもつ美的感覚を中心に様々の角度から考察を行ってみた。著者は先年現
行の縫製法による“十二単”の制作を行ったのであるが、その“女房装束”を生み出した背
景を著者自身の記録から浮彫りにすることを試みるのが、本研究の目的である。
　　註・1　神戸山手女子短期大学・紀要・第6・15号安谷ふじゑ氏
　　註・2　枕草子講座4、河鮨　実英氏
　　註・3　東洋大学短期大学論集日本文学篇。第8号　小野高　幸子氏
　　註・4　愛知教育大学研究報告第22・第3部荒川瑞代氏
　　註・5　学習院女子短期大学　紀要XII阿部　俊子氏
　　註・6　服装文化　No155　伊東　昭氏
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第1章　　『枕草子』について
　第1節　　『枕草子』の作者
　清少納言が初めて宮中に上がった頃は、正暦4年（993）であったという。この頃は、平安
中期前後で、藤原氏の勢力が強くなり始めた時で、道隆は娘定子を入内させた事により、一
層の権力増大となった。そして、正暦4年ついに関白へと位を進めて行った。それから約半
年後の冬、清少納言の宮仕えが実現されたのである。（註’丈）p．10
　清少納言は、曾祖父『古今集』時代の歌人と、父元輔『後撰集』や『万葉集』にたずさわっ
た歌人のもとに生まれ、文学への才能を得ていた。しかし、一方女性として結婚・出産を経
験したが、その生活も作者にとっては物たりないものであった。そんな折り道隆によって、
歌人・文人的教養を高く買われ、家庭生活に終止符を打ち、宮中奉仕に上がったのだった。
ここに『枕草子』成立のきっ掛けが起った。
　しかし。宮仕えは、定子崩御という形で終止符をうった。関白家の全盛期から脱落、中宮
定子の25歳での崩御と、明から暗の7年間であった。
　この7年間の宮中奉仕の体験・時の主上と皇后への至誠、又、文学に対する広い知識と豊
かな才を生かし、平安京の風土と人を美しく描いた。これが、宮廷日記『枕草子』となって、
世に出る事となった。
　第2節底本について
　現在伝わる諸伝本は（註・大）p．16
　　1．傳能因所持本系統
　　2．3巻本（安貞2年奥書本）系統
　　3．前田家本
　　4．堺本（痕翰本）系統
　と分類され、更に、
　　（1）雑纂本系、各章段が雑然と配されている。（能因本・3巻本）
　　（2）類聚章段・随想章段・日記回想章段
　　　　各章段が分類整理されている。
　　　　（前田家本・堺本）
　がある。
　そして、出版されている。
○『枕冊子』・日本古典全書・田中重太郎氏
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　　　　　　　校註・朝日新聞冠刊
　　　　　　　昭和22年6月発行
○『枕草子』・日本古典文学全集・松尾聰・永井和子氏校註・小学館・刊
　　　　　　　昭和49年4月発行
　新しい所では
○新版『枕草子』・石田穣二氏訳注・角川書店、昭和55年4月発行
　等、諸書があるが、今回は、
○『枕草子・紫式部日記』・日本古典文学大系19、池田亀鑑・岸上愼二・秋山度氏校注、岩波
　　　　　　　書店刊行
　　　　　　　昭和33年9月発行
○『全講枕草子』・池田亀鑑氏著、至文堂
　　　　　　　昭和42年6月発行
　を使わせて頂いた。大系本を底本としたのは多少の異同はあるが、現在資料の最も多い3
巻本を中心に構成されているからである。
　表・1に、大系本、日本古典全書（3巻本）日本古典文学全集（能因本）の段の比較を記
す俵’1）
表・1　段の比較
大系本（3巻本） 古典全書（3巻本） 典文学（能因本） 大系本 古典全書 古典文学
3～5段 3段 3段 161 156 165
8～9 6～7 6～7 184 179 182
39 37 46 193 186 略
44 42 51 198 190 185
76～7 72～3 78～9 200～3 192 187
88 84 92 220～2 208 203
95 91 100 237 223 213
99 95 104 246～8 231～3 242～4
107 103 111 251 146 155
109 105 320 257 241 232
119 115 132 272～3 256～7 略・217
122～3 118～9 126～7 292 276 272
142～3 137～8 145～6 312～3 294～5 略・292
156 151 160
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第3節『枕草子』書名と成立について
書名にっいては、日本古典文学全集・能因本に（註’全）
321段　宮の御前に、内の大殿の奉りたまへりし御草子を、「これに何を書かまし」口口「枕
　　　　にこそはしはべらめ」
　とある。中宮（定子）に内大臣（伊周）が献上した御草子に何を書いたら良いかと仰せに
なり、清少納言が私なら枕にこそはいたしましょうがと申し、大殿より御下賜があった。こ
の年代にっいては、伊周が内大臣であったのが正暦5年8月から長徳2年の大宰帥在遷まで
であるから、その間であることがわかる。（註’全）
　又、
　321段　この草子は、目に見え心に思ふ事、人やは見むずると思ひて、つれづれなる里居
　　　　のほど、書きあつめたるに」
　と記され、執筆は里住いの時であった。
　第2節の底本の所でも記したが、『枕草子』は4系統に分類する事が出来る。しかし、現在
までに伝わるのに何度かの手を加えられ流布（註’女）しているため、元の形が類纂本であった
か、雑纂本であったかの判断は極めて難しい。
　第4節　本書の服装記事の概観
　本書の服装関連記事を分類すると次のように見ることが出来る。
○この本全体を見た時の服装記事の分類
年中行事にかかわるもの（第2章）
　第1節　『枕草子』に見る行事
　第2節　白馬節会
　　第1項　里人
　　第2項男の化粧
　第3節　3月3日
　　第1項　櫻
　第4節八幡の臨時祭
　第5節　賀茂祭
　　第1項祭の準備第2項容姿
　　第3項禁色第4項更衣
第6節　五月節会
　　第1項節会前日第2項薬玉
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　第3項菖蒲
　第7節七夕
　第8節重陽
　第9節五節
　第1項舞姫
　第10節　賀茂の臨時祭
　第1項還立第2項雪と白
　第3項祭の帰り
清少納言の服装の情感（第3章）
　第1節　きこなしの好ましいもの
　第1項　六位の藏人　第2項　着くずしの美　第3項　雪　第4項　宮中に上かりし頃
　第5項音第6項香第7項童
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第2章　宮中における年中行事と服装
　第1節　　『枕草子』に見る行事
　この本では次の行事に記録がある。表・2参照。行事の内容ついては『西宮記』『江次第』
によって記したものである。
　昔人々は、神を祭り、崇拝する事に強い関心を示していた。何故なら天災を恐れていたか
らで、農業産物の収穫が安定する事を願い、神に穀物を供えたりした。いいかえれば、年中
行事は、生活の安定を願うための基礎的なもの（註’歴）p．75であった。やがてそれが、宴をし、
舞を舞わせたりと、宮廷行事へと移行し盛大な祭となって行った。その為に、式次第や服装
は次第に定型化してきたのだった。
表2　『枕草子』に見る行事
菖駕（正月・日）（㍍） 3月・日（上巳・蹴）（㍍） 八幡の臨時祭（3月中の午）き餐¶
御馬渡、左陣渡、次左右馬頭、 出御、王卿参上、次置紙筆文憂 召人、出御、着座目二孫底進奉二
〔平装束、或以外衛佐爲代〕次 有勅令献題、上卿召當座一博士 御笏、供御贈物、宮主入レ自二仏
御馬七、次左右允御馬七、左右 於靭下仰、有公卿博士者、乍在 華門進二長橋北、藏人頭傅二取御
属、御馬七、左右助〔助下参者 本座、上卿仰之、即書題進之、 麻進進レ之、御吻返給、宮王着
有用六位例〕右陣渡次渡御在所 上卿挿笏俸筥進、経御賢返給、 座、使着座、無人引二御馬、次宮
殿前、〔垂御簾〕次分参三宮齋院 別書一通奏進… 主申二祓詞…
宮等
賀茂祭（・月中の西）（㍍） 五月節会（・月・日）（㍍） を壌（・月・日嗜ヨ
賀茂祭饗、依内藏寮積、於御藏 五日早且、書司供菖浦二瓶、締 内藏寮辮備祭物二前四脚、召神
町「奉」行事、行事所院司、共 所献薬五二流、藏人取之、結付 泉蓮内侍所料、雨夜莫仁壽殿瑚
催模祭料、男女使等錺物、女宮 書御座母屋南北柱 下、所人雑役、終夜候南廊劒下
申河原饗料事 暁撤之、巳上見藏人式
雛（9月・日薗∂ 宮の五節（11月中の丑）（劃 臨時祭（11月下の酉構ヨ
依諸國損無宴、王卿着宜陽殿、 於常寧殿試五節事、大亭候同殿 藏人頭於御前定使以下装束人々
召侍從奏見参、賜菊酒、右少将 東假庇、殿上人勤垣下、大嘗會 事、召絹布事、調樂事、内藏寮
藤俊蔭、賜氷魚高圷、式部卿親 時、五節一所加在東方、大寄候 進幣料請奏、仰衛門府山藍事、
王執盃、令飲七盃 南軒廊、小寄候帳書坤角如例、 馬寮請鞍腹帯布事、試樂事、前
師在北塗篭北戸内、殿四面随便 一日、於御前鮎御馬、令作挿頭
黙足五節宿所 事、仰催社頭饗事
　　　　アオウマ第2節白馬節会（正月7日）
先にも記したように、正月7日、左右馬寮の白馬21疋を庭中に引き渡すを、天皇が御覧に
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なって後、宴を賜はる儀式である。ぽ増）この白馬はもとは青と書いていたが、紀貫之の『土佐
日記』に
　「今日はあをむまなどおもへどかひなし。ただ波の白きのみぞ見ゆる」
　とある様にこの頃即に、青から白へと表現されていた。しかし、この馬の色はもともと葦
毛であり、「見る人々の色彩感の変化」（註’有）p．261によって生まれたのであろう。
　この節会が行われたのは、馬は陽の物で、これを見れば1年の邪気を除く事が出来ると考
えられた殊により、人々は宮中へと足を向け、又、種々の行事見学に訪れた。（図’1）
。㌧篭　　　，　　　　　　　　　　v
　　　　　　　　　　　　　図1　行事見学（年中行事絵巻）
　第1項　里人
　ここでは、宮中奉仕の女で里に退出している人をさす（註’全）p．6
　3段「白馬を見にとて、里人は車清げにし」
と、里におりていた人達もなんとか見学しようと、この日とばかりに車を飾り立て、きれい
　　　に服装を着たのであろう。そんな折り、
　3段「中の御門の閾引き過ぐるほど、頭一所にゆるぎあひ」
　待覧門の敷居に車輪が引っかかり、頭がぶつかりあい、刺櫛が折れてしまう、普通であれ
ば車には4人乗車であろうに、身動きの取れないくらいの人が乗り合わせていた様だ。（図’2）
　第2項男の化粧
　3段「舎人のかほの衣もあらはれ、まことに黒きに白きもの行きつかぬところは雪のむら
　　　むら消え、残りたるここちしていと見苦し……」
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　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　∀・1ヤ、　　　、
尽「’，　煤獅二・懸
こ　’　　　　　　　∵1　　　　　　　べ、
　　　　図2　行事見学（年中行事絵巻）
　　　　　　見物の人々、牛車の姿が見え、手前の車からは、襲装束の袖が見える。
　舎人（参’1）古くは男性も化粧していた事がわかる。この化粧とは、持統天皇6年閏戊戌（692）
「賜二沙門観成、施十五匹、綿柑屯、布五十端＿美二其所．造鉛粉＿」〔註’器）1巻p．493
　という記載がある又、その後
「造＿供御白粉＿粉嬬米一石五斗、粟一石、吊袷十六口、幣料畠二疋、曝二白粉＿吊帷四條」（註’器）
p．493と記され、米粉を漂白したものを白粉として上下差なく使用し、当時の心得として行っ
た。
　この段では、その化粧が忙しく動き回ったせいか、汗でまだらに落ち、雪が解けかけ下の
黒い土が所々に見える様を祭のはなばなしさとは逆に不釣合で、見苦しいと感じた様だ。
　　参・1　近衛府の舎人、ここでは馬副（公郷などの乗馬に附添ふ從者）
　　　　　　　　　　　　きよくすい　第3節　3月3日（上巳・曲水）
　上巳の節供として、支那の風習に習い、水辺に出て、祓をし、遊宴をした。（註’有）p．295又、
この日草餅を邪気を避くとして作られた。
　第1項　櫻
　4段「おもしろく吠きたる櫻を、長く折りて大きなる瓶にさしたるこそをかしけれ。櫻の
　　　直衣に出桂して、まらうどにもあれ御せうとの君達にても……」
　直衣とは『西宮記』二巻p．297に直衣、殿上人旧例以直衣＿為束帯抱、近代不＿用え。
　とあり、直衣は束帯の抱の代用として生れ、王者以上下及．披、聴雑抱＿者衣＿之。
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図3　冠直衣姿（源氏物語絵巻）
　　秋の例であるが、許しを得たものだけが着用出来た姿
　これを着用するには勅許が必要で、公卿惨’1｝でなければ特別の場合でない限り着用出来な
　　　　　　　　　　　　エ　ビい。（図’3）又、櫻の直衣は、表白葡萄染なるものなれば紫の指貫、白き御衣といひつぶけらる。（註’
装）p、248という配色で、3月に咲く花桜を大きな花瓶にさし、その近くに宮人などが櫻襲を着
て座っている姿、花の淡い紅色が、白や紫で重ねられた直衣の淡い色とが、重なり合って見
栄えがする。細かいほどの配色美を大切にした様子がうかがえ又、3月の季節美と、服装美
とのコーディネートを表わし、見栄えがするものとして強く好感を抱いている。
　　参・1　官職・位の高い官人の名称〔注’官）p．276
　第4節八幡の臨時祭（3月中午）
　天皇が清涼殿に出御され、御膜を行い、御幣を拝し賜ふ、庭にて使以下舞人陪從等に宴を
賜ふ」（許有）p．291
　142段「なごりこそいとつれづれなれ。など、かへりてまた舞ふわざをせざりけむ。」
　八幡の臨時の祭ではめずらしく、還立を舞わせ、それがあまりにも突然すぎたために、女
房（参’Dは慌てて裳参’2）を頭に付けてしまった。相当の困惑ぶりを興味深く観察している。
　　参・1　部屋を給わって住む女の意〔註’官）上巻、p．232
　　　　　　　まと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　参・2　腰に纏い、腰より下を覆う、身分の高い人の前に出る時は必ず着用。（許官）下巻、p．99
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図4　賀茂祭（年中行事絵巻）
　第5節賀茂祭（4月中酉）（図’4）
　申、酉、戌の前後3日間行われ、賀茂神社に参詣したり、馬を御覧になったりする。祭の
起源は、葵の葉を供奉職員の衣冠にさし、又社前を飾り、車簾にかけ、豊作を願った事より
初まった。（註’有）p．303
　第1項祭の準備
　5段「青朽葉、二藍のものどもおしまきて兇口未濃、むら濃、巻染などもつねよりはをか
　　　くし見ゆ」
　祭の日のために、青朽葉（参’1）、二藍⑨’2）などを調達し、服を整えた。普段見なれている物で
も、祭の日のためと思うだけで面白くなると感じている。
　　参・1　表青丹・裏青（註’服）p．101
　　参・2　表赤・裏青（註’増）
　第2項　容姿
　5段「童の頭ばかり洗ひつくろひて……」
　この髪を洗うという行為は、
　29段「かしら洗ひ、化粧じて、かうばしうしみたる衣など着たる」
と、髪を洗っていた事はわかるが、洗う日については、吉日・忌日を選び又、天候を見定め
一日がかりで行ったため、手間がかかり年に何回か洗う事を行っただけである。（註’風）そのた
め油を付け、髪に幾度も櫛を通す事に手間をかけ、力を入れ美を競った。
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　第3項　禁色
　5段「藏人思ひしめたる人のふとしもえならぬが、その日青色着たるこそやがて脱がせで
　　　もあらばやとおぼゆれ。綾ならぬはわろき。」
　祭の日は、制も破れて
「抱青色、帝王及公郷巳下侍臣随レ使服レ之レ。」又「抱青色。天皇着御。文同二黄櫨染。」（註’増〉
と、綾織物でなければ、藏人になりたいと思っている人でも禁色を着用出来た。しかし、祭
りが終わってそれを脱がすのは可哀相と感じている。祭には、それぞれの位での楽しみ方が
あった様だ。
　第4項　更衣
　4月1日に「あわせ」の冬装束から「ひとへ」の夏装束に変える（註’歴）p．136
　5段「4月祭のころいとをかし。上達部、殿上人も、うへの衣の濃き薄きばかりのけちめ
　　　にて、白襲どもおなじさまに涼しげにをかし」
　更衣を過ぎた祭の装束で、抱（参’1）の色が濃淡違うだけで、白がさねが薄物にすけ、いかにも
涼しそうで、統一された美しさを色のコントラストによって生み出している。この祭は王朝
びとの生活をいうどる重要な季節の行事で他著にも多く記されている。
　　　　　うえのきぬ　　　　　　　ほうえき　　　　けつてき　　参・1　表衣といい、縫腋と、閾腋の二種ある。（註’有）下巻、p．32
　第6節五月節会・前日
　うまゆみ　騎射、及び走馬を天皇御覧になり、薬玉を賜る。（註’有）p．308上巻
　第1項　節会前日
　235段「5月4日の夕つかた、青き草おほくいとうるはしく切りて、左右になひて赤衣着
　　　　たる男の行くこそをかしけれ」
　当日用いる菖蒲の葉や根（参’1）を刈りに来た男の服装が赤衣（参’2）の茜色がかった服で菖蒲の
葉の青と夕日に映えて、何とも言えぬ情感を表わしている。
　　参・1　根は万根を癒やすといい、邪気を避ける効能がある。（註’有）p．310上巻
　　参・2　五位の官人の緋色の朝服装。ただし、緋色に蘇芳を加えた色。（註’源）p．6
　第2項　薬玉
　40段「御藥玉とて色々の糸糸を組み下げて……御帳立てたる母屋の柱に左右つけたり。」
　　　　　　　いる　薬玉は、長命縷といい長寿を祈る呪いとして用いられた。（註’有）p．330そして五色の糸に、菖
　　よもぎ蒲、文など時季の花を飾り、又薬香類を入れた。
　第三項　菖蒲
　40段「若き人々、菖蒲の腰ざし、物忌つけなどして、さまざまの唐衣、汗杉などにをかし
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　　　きをり枝ども、長き根にむら濃の組してむすびつけたるなど……」
　菖蒲は、百草を踏んで闘草戯をなし、文で作った人形を門戸にかけて毒気をはらい又、菖
蒲を用い、競漕を行い薬猟を狩り、種々の邪気をはらう♂註咽p．84ここでは、唐衣や汗杉と
いう装束が出ているにもかかわらず、色を表現せず5月の季節美を菖蒲によって表わしてい
る。
　　　　　　　　きこうでん　第7節七夕（乞巧莫）
　星を祭る行事で織女星を織女に擬して、裁縫が上達するように祈った。
　57段「天の川原（たなばたつめにやどからむ）と……」
　とあるだけで服装を表現している段はない。
　第八節　重陽（9月9日）
　宮中にて群臣に菊酒を賜ったり、舞を舞わせたりし、又五月節会に作った薬玉を9月9日
菊花に取り換え、御帳の左右にかけ、菊の花に綿をし、菊の花の香をうつし、これで顔や身
を拭くと老いを拭い去り、長命延寿の効能があると考えられた。
　第9節　五節（11月中互）
　「正暦4年11月12日定子献五節給」（註’西）中宮より五節の舞姫を出された。これは名実ともに
定子の権力全盛期を印した行事として見る事が出来る。もとは、五節田舞と言われ地方の農
耕習俗に根底をもち宮廷で採用した。（註掴p．186
　第1項　舞姫
　90段「辰の日の夜、青摺の唐衣・汗杉をみな着せさせ給へり。女房にだに、かねてさも知
　　　らせず」
　異例の舞姫として、普通は公郷と受領から出すのであるが、中宮から出し、更に定子が山
藍で染めさせた装束などを当日になって着用させる。五節の服装は、
「舞姫」着赤色織物唐衣地摺裳等」（註歴）とあり、回りがうす暗くなり赤紐の赤や、光沢のある
白い衣などが映えて美しく感じる。
　第10節　賀茂の臨時祭（1月下酉）
　「石清水准レ之、但無御前儀＿、御祠樂還立之儀在．別」（註’江）とあり、臨時祭では御神楽があ
り、それを楽しみとする人が多かった。
　第1項　還立
　142段「なほめでたきこと、臨時の祭ばかりのことにかあらむ。試樂もいとをかし。」
　142段「賀茂の臨時の祭は、還立の御神樂になぐさめられる。」
ことに祭の中で面白いと感じているのは御神楽である。舞い手による仕草、11月で寒く衣や
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扇を持った手が冷たくなろうと、御神楽の魅力にはかなわないと感じている。
　第2項　雪と白
22。段「雪すこしうち散りて、鑓の花、警翫どにかかりたる巴監曙の緒のえうした
　　　るやうにかかりたる　地摺の袴のなかより氷かとおどくばかりなる」
　雪が散り、挿頭の衣（参’1）が青摺の（参’2鞄などにかかっている。半腎（参’3）の緒がみがいた様に
輝き、地摺（参’4）の袴の中から氷かと驚くほどの打衣が出ている。白を基調とした上に重ねてい
く配色美を雪の降った日に重ねて表現し、雪の白を服装の美へと重ねている。
　　参・1　舞人などの冠にさす造花（註’全）p．424
　　参・2　山蓋の葉で青く種々の模様を摺った。（註’源）p．32
　　参・3　抱の下に着る、腰に達するくらいの短いもの（註・官）下巻・p．40
　　参・4　白地に蓋などで模様を摺り出した織物（註源）
　第3項　祭の帰り
　231段「扇よりはじめ、青朽葉どものいとをかしう見ゆるに、所の衆の、青色の白襲をけし
　　　きばかり引きかけたるは、卯の花の垣根近うおぼえて、ほととぎすもかげにかくれぬ
　　　べくそ見ゆるかし。」
　青色（参’1）の抱に白襲をかけた藏人所の雑色（参’2）の姿が卯の花の垣根の白い花の色（白襲）と
黄がかった緑の垣根（青色）と似て、区別がつかないほど鮮かですばらしいと感じている。
　　参・1　表経青に緯黄、裏蘇芳（註’源）p．30
　　参・2　種々の御用を勤める役、のち六位藏人に進む（註’官）上巻・p．92
第3章　清少納言の服装に興萢感情表現
　第1節　きこなしの好ましい物
　『枕草子』中には特に多くの服装表現が感情と共に示され、当時の嗜好を知る上で重要な
作品である。ここでは、清少納言の服装に対する感情を示して行きたいと思う。
　第1項六位の藏人
　84段「六位の藏人。史口えしも着たまはぬ綾織物を心にまかせて着たる、青色姿などのい
　　　とめでたきなり。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きくちん　家柄の良い人でもなかなか着用出来ない綾織物を、特に六位の藏人（参1）だけは麹塵の抱（参’
2）の色を着用出来る。麹塵の抱から得る高貴さが着用者をより偉大に表現し、すばらしいと感
じている。
　　参・1　日々主上のめしあがる御膳の御給仕。青色をゆるされた人。（註’官）上巻p．90
　　参・2　天皇の御服。萌黄色の黄ばんだ色（註’有）p．33下巻
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　第1項着くずしの美
　平安朝頃、「ほころび」と言う着装法にもお洒落の追求、着る人のセンスの表現ともなっ
た。上の色とたくまずしてほころばした衣の下から別の色の衣が表われ、その部分に作り出
された色のコントラストに目を向け、普段着の良さとして表わしている。
248段「殿上人、なえたる直衣・指貫のいみじうほころびたれば色々の衣どものこぼれ出で
　　　たるをおし入れなどして……」
　早朝の風景であるが、殿上人がいくら朝早いからといって直衣・指貫（参’1）をこぼれ出てしま
うほどほころばしているのは、限度を越え過ぎて、きれいとは言えないときらっている。
　　参・1　直衣・狩衣の下に着用する奴袴である。（註’文）
　第3項　雪
184段「御直衣、指貫の紫の色、雪に映えていみじうをかし。」
247段「抱の色いときよらにて、革の帯のかたつきたるを宿直姿に引きはこへて、紫の指貫
　　　も雪に冴え映えて濃さまさりたるを着て」
292段「雪こそめでたけれ。中略抱、藏人の青色などのいとひややかにぬれたらむは、いみ
　　　じうをかしべし。緑杉なりとも、雪にだにぬれなばにくかるまじ。」
　禁色をゆるされた人、位の高い人のみ着用出来る服装の中でも、紫は特に高貴な位階を示
す。
　親王四品以上、諸臣一位以上………深紫
藷鑑以弍五位以上｝・一・・…中紫
　その紫が雪の白さに浮かびあがり、白と紫の相対的コントラストを作り、更に高雅・みや
びと感じたのであろう。又、緑杉といった普通なら良いとされない色でも雪にしみ、白を背
景とした中では違った趣を覚えている。
　第4項宮中に上がりし頃
184段「唐衣こき垂れたるほどなど、馴れやすらかなるを見るもいとうらやまし」
184段「宮は、白き御衣どもに紅の唐綾をぞ上にたてまつりたる、御髪のかからせたまへる
　　　など給にかきたるこそ……」
　作者が宮中に上がった頃は、見る物全てがめずらしく、又行動・仕草に品があり何もかも
興味をさそう事ばかりと感じ、特に定子の美しさ、すばらしさはこの上ないと賛美している。
宮に対する尊敬心、慈愛がはっきり表現されている。
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第5項　音
201段「心にくきもの．□うちそよめきてまゐるけはひ．」
　宮中生活の中で、夜更けに女房が参上し、その時の衣ずれのさやさやとなる音を美しいと
感じ、又、その衣ずれで「どなたか」とあててしまう。服装が華美すぎるとまで言われた平
安時代ならではの音の表現である。又、音も美しいとした当時の人々の生活からくる物であ
るようだ。
　第6項　香
　平安時代のおしおれとして“かおり”は重要な要素だった。香を衣服にたきしめ身にまと
う。その香も独自に調合し個々の勾、又、季節によって梅や菊などの香を作り楽しんだ。（註’お）
P．86
　44段「汗の香すこしかかへたる綿衣の薄きを、いとよく引き着て、書寝したるこそをかし
　　　けれ。」
　夏使っていた品々に、もとは香を薫きしめていたのに、汗の香がしみ込んでしまった。使っ
ていた時は感じなかったのに、秋がおとずれ囲りが涼しくなり始めると、その香によって、
夏を鮮明に思いおこし、忘れ香として余韻を残し、強く秋の到来を感じている。
　第7項　童
251段「大きにはあらぬ殿上童の装束にきたてられてありくもうつくし。いみじう白く肥え
　　　たるちこの？口二藍のうすものなど……」
　小さな子が正装して歩く姿や、二藍の薄物の大きいのを着てあるく姿に、子供本来の愛ら
しさほど、かわいらしい物はないと感じているのだが、一方で
　28段「にくきもの……もの聞かむと思ふほどに泣くちこ。あからさまに来たる子ども童を
　　　見入れ、らうたがりてをかしき物取らせなどするに、ならひて常に來つつ、ゐ入りて
　　　調度うちぢらぬる……」
　子供は本来純粋であるのに、それがむずかってしまって乱暴をする可愛いげのないのは、
少納言本来の高雅と美に反するとしてきらっている。後世、少納言は母としての愛情、母性
にかけたと言われるが、この段を例としてそのように判断するのは早計だろう。
第4章　品物に対する感情表現
第1節　好感を得る品物
88段「めでたきもの唐錦。飾り太刀。」
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　唐錦は唐土からの船来の錦で、私貿易でもたらされるそれは今日の輸入品以上の憧れを
持ったに違いない。飾り太刀は装飾を施した太刀で、御襖や行幸など束帯の時に五卿が使用
した。そうした事情を背景に作者はこれらの品物がひとしお立派で高雅な物と感じたのであ
ろう。
　第1項　色
　前章では人と服装との関係から見た記事について主に取り上げていたが、4章では個々の
品物について記載をとり上げたい。
　品物の中で、先ず当期服装美の中心とされている色はここにも大量にあげられているが色
に対する清少納言のとり上げ方について記したい。
　88段「葡萄染の織物、すべてなにもなにも紫なるものはめでたくこそあれ。花も」
281段「指貫は紫の濃き、萌黄、夏は二藍。いと暑きころ……」
284段「下襲は冬、蹟8躍。櫻。掻練襲。蘇杭襲。夏は、二藍。白襲」債3’4）
　特に紫系（葡萄染めも含め）を多く表現している。265段の指貫とは『西宮記』に
　指貫、王者以下衆所用也、古時制、臣下不用、近代、五位巳上、昇殿六位、皆用之。
とあって位による規制された服装で、殿上で用いることはその色とあいまって高貴さ・位の
高さを表わしており、これをとり上げたのだろう。特に“めでたし”と好む姿は84段で「花」
　　　　　　表3狩衣　　　　　　　　 表4下襲
男性
重ね色目 表 裏
櫻柳藤 白白薄紫 濃紫
青青
重ね色目 表 裏
脚燭
櫻
白白 青濃紫
表5　表着　　　　　　　　　　　　　　表6　汗杉
女性
重ね色目 表 裏
葡萄
櫻
蘇芳
白
花田
赤花
重ね色目 表 裏
螂燭
櫻
朽葉
　白
　白
経紅緯黄
青赤花黄
表7　唐　衣
重ね色目 表 裏
藤
二藍
枯野
薄紫
赤
香色
青青青
有職故実辞典
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までも並べてあげる程で、紫色であればほとんどすばらしいと感じた様だ。
　1本6段「女の表着は薄色。葡萄染。萌黄。櫻。紅梅。すべて薄色の類」
　1本7段「唐衣は赤色。藤。夏は二藍。秋は枯野。」
　1本9段「汗杉は春は‖鄭燭。櫻。夏は青朽葉。朽葉」（表’5～7）
　重ね色目を見ると、白と青、白と赤、赤と青とはっきりした配色から、蘇芳と花田、経色
緯黄と黄など微細な配色を好み、多彩な色彩感で、嗜好を表現している。
第5章　品格の劣る物
以上好感を持つものをとり上げてみた、では反対に好感のもてなかったものを検討したい。
第1項　好ましくない品物
　97段「刺櫛すりて磨くほどにものにつきさへてをりたるここち」
155段「縫物の裏。史照裏まだつけぱ箋あ縫目」
　1本4段「文字に書きてあるやうあらめど心得ぬもの、柏、帷子。履子。」
と、93段では切かく磨いたのに刺櫛が折れてしまった。くやしさなどからも一層の不快感を
持ったに違いない。又その底には“櫛が折れる”という不吉感も潜んでいるのではないだろ
うか。そして155段の織物や皮の裏の荒々しさ、1本4段の柏（参’1）帷子（参’2）展子（参’3）などは文
字に風雅を感じるものの実際のものは好ましくないなど粗雑さや、古び品格の劣る物を好ま
しくないと感じている。
　　　　　ほかげ　第2項　火影
　深い影を宿す燈火のもとでは明るい光のうちにみるものとは異った世界を現出する。
　1本2段「火影におとるもの紫の織物。藤の花。すべてその類はみなおとる……」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かがりびとある。又同様な状況を描いている『源氏物語』（註’大）鋒火3巻P．40　10行の中では、
　　　「おどろくしかりぬ程に置きて、さししりぞきて、ともしたれば、御前のかたは、いと
　　　涼しく、をかしき程なる光に女の御有様、見るにかひあり。」
と、ほどよい明るい光の中に女君の有様が引き立って見えるとある。
『枕草子』では、所々に紫色を好ましい色としてとり、火影では、燈色の火の光りと紫色が重
なりくすんだ色として写り、本来の色の美を失ってしまって、見劣りすると感じている。こ
こにも作者の繊細な感覚の一端を知ることが出来よう。
　　参・1　柏、漢語沙に云ふ、あこめぎぬ、女人身に近き衣也とあり、女子着用していた。下襲の下、単の
　　　　　上、袷の衣。（註’有）p．50下巻
　　参・2　単衣をいう。上古は全て何に限らず裏を付けず単を帷子という。（註◆増）
　　参・3　履物の一種で下駄の類をいう。（註’増）
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第6章その他にみる王朝びとの生活
　第1節　裁縫
　当時、高貴な女性達も、原材料を加工して、布を作り、染め仕立てる全ての過程を行ってい
た。そうしてこれに巧みなことが勝れた女性であるとして、重要な教養として重んじられた。
　例えば『源氏物語』に出て来る紫の上や、花散里は特に染色や裁縫にすぐれていたと言わ
れる。（註’大）p．59、14行
　「かやうなるかたは、みなみの上にも、おとらずかしとおぼす。御直衣を花文綾をこのごろ
　摘み出だしたる花して、はかなく染め出で給へる、いとあらまほしき色したり」
と、秋風が強く吹く（野分）頃、裁ち物をしたり、真綿を入れる作業をしている所である。
そして、摘み取った月草の花でうっすらと染め上げた。それを見て紫の上にも引けを取らな
いと、花散里の裁縫、染織の腕を認め、雅びな人柄をひきたてるものとして記している。（図’5）
　ところで『枕草子』では、
　95段「とみのみの縫うに、かしこう縫ひつと思ふに、針を引き抜きつれば、はやく尻をむ
　　　すばざりけり。」
　95段「とみの御物なり。たれもたれも、ときかはさずあまたして縫ひまゐらせよ」
と、忙いで縫おうとして、結び玉を付けていなかったため、もう一度縫い直した事や、女房
で競い合って一つの物を縫い上げる姿が記されている。『枕草子』では染織についはあまり、
図5　縫い物（国宝源氏物語）
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あげられていない。ただ唯一
159段「とくゆかしきもの、巻染〔参’D）、むら濃（参’2Dくくりもの（参’3Dなど染めたる。」
自分が染めたものが、どの様に仕上がるか早く知りたいとされているだけであり、それとは
逆に『源氏物語』では染織に関する段が多く、特に年の瀬に際し、衣配りが行われる。この
衣配りは信仰行事の中の一つであり、衣服には霊魂が移ると考えられた。そのため年の暮か
ら正月にかけて、目上から下々の者へ衣を配る風習があった。『源氏物語』にあっては、物語
を色付けし、気品にあふれた情景を描き出す舞台装置として楽しませているのに対し、『枕草
子』はあくまで早縫・分業作業といった姿の実感を表に描き出し、実はその生活の中で実用
的教養でもあったことを教えていくれるのである。
　　参・1能因本で用いられた。〔註’全）p．14
　　参・2　濃く薄くまばらに染めたもの。（註’全Dp．14
　　　　　　　　　　　　　こうけち　　参・3　今世のしぼり染め古は纐纈（註’増）
　第2節　扇
　扇は女性にとって威儀を整えるものだったが実生活では“ふたふた”とあおぐほかに、後
宮の女性が面を覆うための具として活用する、大切な品であった。（図’6｝
184段「下簾引きふたぎて、透影もやと扇をさしかくすに……」
とかりそめにも人に見られぬようたしなみの道具とした。清少納言が宮中に初めて上がった
頃、几帳の影にいるのを大納言（伊周）に見つけ出され扇で顔をかくしていたが、質問にこ
とよせてこれを取り上げられてしまった。やむをえず髪の“さがりは”をかけてひたすらに
熱
ジ‘ド　ン　　　　・　▲　　　　　　ノ　ソ∴1・　凛
　　　　　　メ〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌢
　　　　　　　　　　　　　　笥〆
　　　　レ
図6　扇（日本絵巻大成10）　汗杉姿
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顔をかくしている。というくだりは有名である。
　王朝時代、女性が夫以外の男性に顔や姿を見せること、又見られる事は端なく、あっては
ならぬことだった。これについては“邪視をさける”といった俗信の名残もあると考えるの
だが、これは他日の研究としたい。
　当時『源氏物語』若菜上p．304、16行（註’大）
　　「几帳の際、すこし入りたる程に、桂姿にて立ち給へる人あり」
唐ねこが大きな猫に追いかけられ、外に飛び出した時鎖が御簾（参◆1）にかかり、横あいから内部
がまる見えになり、柏木と夕霧が、女三の宮の姿を見てしまう。その結果はともかくとして、
天皇の姫君ともあろうものがかりそめにも人目にふれる事は、大変苦々しく恥かしい行為と
考えられているが、それ程の身分でないとは言え、あからさまに見られた清少納言のろうば
い振りと、“さがりは”の敷用そしてその機転に対する彼女自身のほんのかすかな自慢が感じ
られ、これも当期の生活の感情を知ることのできる資料である。
ノ
図7　火桶（日本絵巻大成10）
表8　冠
天　皇 臣　下 文　官 武　官（五位以上） 六位以下
立　　　　櫻
有　　　文
垂　　　　櫻
有　　　　文
垂　　　　櫻
有　　　　文
警固時巻櫻
有　　　　文
細　　　　櫻
無　　　　文
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　第3節　礼儀
　第1項行儀の悪さ
　雅な日常生活を送った彼女が不快を覚えるもう一つの要素は行儀の悪さだった。
　28段「火桶の火、炭櫃などに、手の裏うち返しうち返し、おし伸べなどして」
　年よりじみた人に限って、火桶で手の甲をあぶり、足を火鉢にかけたり、自分の座る所を
扇で塵をはらい狩衣俵’2）を不作法惨’3）に座るほど醜く、憎らしい作法はないと強くきらって
いる。（図’7）
　第2項　冠
　男にとっての“かぶり物”は人格の一部と言えるほど重要な物だった。
「冠ハ頭上二加フル飾ナリ、成人ヲ示シ、貴賎ヲ別ツ所以ナリ」（註’古）p．1087と言われるが、『枕
草子』でも
　99段「いざたまへかし。内裏へといふ。烏帽子にてはいかでか……」
　という突然の御所への誘いに対し、烏帽子（参’4）では上がれないと返事をしている。この場合
一般の侍從（参’5）なので、参内には衣冠または、束帯でいずれも冠が必要であった。古く服装は
たいほうりよう
「大宝令」を基準に色・織・柄・型・年齢・用途など、位にあった服装が決められていた。そ
のため、服装を整えた者だけが御所へ上がれたのだった。俵’8）
　　　　　　　　ひさし　　参・1母屋及び廟の周囲に柱と柱の一間ごとに掛け列ねて区画の用としたもの。（註◆官）下巻、p．166
　　参・2　鷹狩り用、身分の低い人着用であったが軽便なことから忍びや旅行時着用。（註’有）p．80
　　参・3　狩衣の前の帯から下に垂れた所は座る時にはねておくのが作法、ここでは、膝の下に巻き込んで
　　　　　いる。（註・全）
　　参・4　太上天皇或時着え、自鹸公郷巳下、褻之所用也（註’西）二巻、p．323
　　　　　じようじ　きかん　　参・5　常侍規諌、遺を拾い蘭を補うことを掌る。（註‘官）p，71
結
　平安朝貴族の生活の基盤ともいえる服装は、現代私達の目に、「絵巻」として写し出され見
る事が出来る。春には桜のもとに集まり宴をし、冬には雪を観察する、自然とのかかわりを
決してかかさない生活の中で生きて来た彼らにとって最も楽しみであったのは、年中行事で
あり、宴であり、又行列にそなえる日々、服装を競い合う事であった。
　そんな優雅で雅びな中で、少納言は限度を越えた美、くずしすぎた着装法をきらい、身分
ある人が礼儀を乱す事に憤慨した。服装美の中心とされる色についても、単に衣服の重色目、
配色の美というだけでなく、環境と色、自然と色など、常に自分を取り巻く世界の中で互に
かかわりあった美として、繊細にくみとっている。
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　特に白と紫を好み、多くの形で本文に生かしているが、これもそのコントラストによるも
のばかりでなく、背景とのかかわりがあるからこそ見る人の心に鮮明に写し出されるのであ
る。『枕草子』に於ける清少納言ほど、服装・自然・色彩を巧まずして絶妙に組み合わせ表現
した作者はないであろう。ここに少納言の真髄ともいえる生活感あふれる美意識、文学的と
言うにはあまりにも生々しく、訴えかける生活描写から、従来、雲の上の現実ばなれしたも
のとされてしまっている宮廷人が実際には、私共同様時代に息づく人々であり、今日さけば
れる環境と生活の相関をしっかりみつめていたこと、そして、その生活感を私共がしっかり
受けついでいる事を、本研究の中で知り得たのである。
　終りに、研究論文を構成するにあたり、多大な御指導を賜った、本学教授鷹司輪子先生に
心より感謝申し上げます。
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